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平成17年度 0 2 2
平成18年度 1 1 2
平成19年度 3 6 9
平成20年度 2 14 16
平成21年度 3 9 12
平成22年度 7 12 19
平成23年度 5 13 18
平成24年度 4 7 11
平成25年度 6 7 13
平成26年度 8 8 16
平成27年度 11 7 18
平成28年度 5 23 28



































































































































































































































































































































































































































































































































































教科名 保健体育 科目 保健
























































































































































































































































・ 三 つ 目 は 母 子 感 染
で、HIV感染者の母
親から感染する。主
に母乳、胎盤から。
・教科書に集中してい
るか
・読んでいるところを
目で追っているか
・当たったらすぐに読
めるよう準備
　（意欲・関心・態度）
・集中しているか
・板書をしっかりして
いるか
　（意欲・関心・態度）
・集中して聞いている
か
・きちんと理解してい
るか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
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②社会の対策 ☆音読
◆Ｐ29　HIV抗体検査や〜たいせつな
のです。
★板書　抗体検査、症状について板書す
る。
（板書③）別紙参照
☆説明
　●多くの人は、だいたい５〜10年は
無症状（日和見感染症）で過ごし、見
た目は健康なので感染に気付きにく
い。重症化する前に検査を受けること
がたいせつ。
　●心配な行為があった時から３カ月後
から検査は可能
　●早期発見・早期治療が大切
・生徒が読めない漢字、
読むのをサポート
・色付きチョークを使
う際には見えずらく
ないか確認し、見え
ずらいようであれば
色で線を引くだけに
留める。
・後ろの人がちゃんと
みえているかときど
き確認する
・心配なことがあれば
すぐに検査を受け、
早期発見・早期治療
が大切なことを伝え
る。
・大きな声ではっきり
読んでいるか
・当たったらすぐに読
めるよう準備、集中
しているか
　（意欲・関心・態度）
・きちんと板書を書き
写しているか
　（意欲・関心・態度）
・しっかり集中して聞
いているか
・理解しようとしてい
るか
　（意欲・関心・態度）
　（思考・判断）
まとめ
10分
・本時のまとめと評価
・次回の予告
・連絡
・挨拶（解散）
☆ふりかえり
　●エイズの感染経路
　●エイズの症状
　●エイズの予防法
　●早期発見・早期治療が大切
☆次回の予告
　●次回は健康に関わる意志決定と行動
選択について学んでいきます
　●家でＰ30を読んで予習しておくこと
☆連絡
　●今日、教科書忘れちゃった人は次回、
必ず持ってきて下さいね。
・エイズの感染経路に
はどんなものがあっ
たか挙げる、もしく
は当てて挙げてもら
い、フィードバック
する
・エイズの予防法には
どのようなものがあ
るか
・次回のページと行う
内容を説明
・教科書を読んで予習
をすることを促す
・教科書を忘れた人に
は随時注意し、最後
に次は忘れないよう
に周知徹底する
・今日学んだことを理
解しているか
・エイズの感染経路、
予防法を説明できる
か
・上記のことを理解し
たか
　（知識・理解）
・次回のページを理解
したか
・教科書を持ってくる
意思はあるか
　（意欲・関心・態度）
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Ⅲ．まとめと課題
　本論においては北翔大学生涯スポーツ学部
スポーツ教育学科の保健体育養成課程におけ
る保健体育科教育法Ⅰ〜Ⅲを対象として，そ
の授業のねらい，授業内容・展開・評価など
について論述した。各科目における課題を以
下に記す。
（１）保健体育科教育法Ⅰ
　保健体育科教育法Ⅰは保健体育科教育法の
導入科目であり，最も基本的な内容を学習す
る。その内容は教員として必ず理解しておく
必要がある内容であり，さらに教員採用試験
にも出題される内容である。開講年度が２年
次前期ということもあり，学生は高い意識を
持って取り組むことが難しい状況にある。講
義の中においては，体育教師の役割ややりが
いを伝えるのであるが，学生は，「教員免許
は欲しいが，自分は教員にはなれない」と決
めつけてしまい学習意欲の向上につながって
いない学生もみられる。このような状況から，
学生の学習意欲向上が今後の課題である。
（２）保健体育科教育法Ⅱ
　保健体育科教育法Ⅱにおいては，保健体育
科教育法Ⅰでみられた課題を解決するため
に，学習意欲の向上，本気で教員を目指すた
めの動機づけを行っている。それは，これま
での教員採用合格者数の実績を示しながら，
そして，しっかりと学習することにより「教
員に絶対になれる」という意識を高めるよう
にしている。初回の授業には，白紙の紙に「絶
対に保健体育科教員に現役で合格する」と大
きく書かせ，それを部屋に貼っておくように
伝えている。スポーツ心理学における目標設
定を応用している16）。
　今後の課題は，学生が本授業で理論的に理
解した指導方法を，指導実践することにより
実体験を積んで行く機会を設定することであ
る。
　授業終了後の学生からのアンケートにおい
ては，「いろいろな競技の指導方法を理解で
きた」「パワーポイントでわかりやすかった」
「先生が生徒を飽きさせなかった」などの記
載が見られたが，今後，さらに授業内容の充
実が課題としてあげられる。
（３）保健体育科教育法Ⅲ
　本科目では，保健授業を実践する専門的力
量の形成の一環として，模擬授業を実施して
いる。しかし，履修人数が100名を超えてい
ることから，全員が模擬授業を実施すること
ができない状況である。このため，教育実習
に関する他の科目等において保健授業の模擬
授業の実施の検討を行う必要がある。
　「保健分野」，「科目保健」は，上島ら（2014）
が学校における健康教育の一環として重要な
教科として位置づけられ，〈こころとからだ
の健康にかかわる実践的な知と技術を学び育
む〉と述べているように17），そこで取り扱う
内容は多岐にわたる。しかし，近年，保健教
師を養成する大学等において保健に関する教
科専門科目数は減少しており，本学でも同様
の状況である。このため，学習指導案や模擬
授業の内容を見ても，「保健分野」，「科目保健」
に関する知識不足が散見される。今後は，他
の科目と連携を図りながら，学生が保健授業
を実践するのに必要不可欠な知識を得ること
ができるように検討する必要がある。
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